
 

 

 

 

 

 

＜美和中校区小中一貫学校教育目標＞ 地域の未来を切り拓く児童生徒の育成 
＜めざす児童像＞    ○夢や未来を語ることができる児童生徒 

○仲間と共に課題解決に取り組む児童生徒 

○学び続け、創り出すことに喜びを見出すことができる児童生徒 
＜チャレンジ目標＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ＲＥＳＰＥＣＴ（リスペクト）～大切に思うこと～ 
校長 東 原   孝 

 

先日、町内のあるスポーツ少年団の活動を目にする機会がありました。本校の多くの

児童がスポーツ少年団をはじめとする地域の社会教育活動に参加していると聞き、着任

以来子どもたちが地域の中でどんな活躍をしているのか、ずっと興味があったのです。

本校のグラウンドでも、夕方からサッカーやソフトボールの活動が展開され、地域の大

人たちが子どもたちの健全育成のために共に汗を流している姿は、とてもさわやかでほ

ほえましい光景です。私も、元陸上競技のアスリート・指導者として子どもたちの活躍

を見るたびに、その「血」が騒ぐのを日々実感しています。 

私はずっと陸上競技ひと筋でしたが、息子が小１のとき、地域のサッカースポ少に入

団したことがきっかけで、ＪＦＡ日本サッカー協会４級審判の資格を取得しました。中

学校陸上部の指導の傍ら、休日の息子のサッカーの試合では、審判として何度となくホ

イッスルを吹いたことを覚えています。 

サッカーの審判を通して学んだことがあります。それはサッカーと 

いう競技が一番大切にしている「リスペクト」の精神です。右の図は、 

サッカーの審判が審判中に身に付けているワッペンで、「リスペクト」 

とデザインされています。リスペクトとは「尊敬」を意味し、相手を 

大切に思うこと。自分を支えてくれるすべてのものに感謝するという 

精神なのです。これまで息子を通じて出会ったサッカーの指導者たち 

は、共通してこの「リスペクト精神」をチームの信条として掲げ、競 

技者としてはもちろん、「人」としても素晴らしい選手を次々と育てていたのです。 

「競技者である前に立派な人間であれ・・・」私も当時陸上競技の指導者として修行し

ていた時代でしたので、この精神は心に沁みわたりました。それまで「技」の向上ばか

りを指導し、「人間力」を向上させる指導を怠っていたことに気づかされたのです。そ

れ以来、私が子どもたちに語る上で源となっている精神は、紛れもなくこの「リスペク

ト精神」なのです。スポーツなどの教育活動を通して、周りに感謝できる「人間力」の

高い子どもたちを育てることが、私たち大人の責任であることを痛感しています。 
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プールでの学習が始まりました！   

 ６月２３日(火)、待望の水泳の学習が始まりました。 

今年度は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のために、Ｂ＆Ｇプールをお借りして、

命を守るための技能を身に付けさせるために最低限度の回数で実施しています。 

当日は梅雨とは思えないほどのさわやかな晴天で、屋根のあるＢ＆Ｇプールのプール

サイドは４０度近くまで温度が上がりました。子どもたちは気持ちよさそうに水につか

り、その感触を楽しんでいました。 

３０日(火)と７月１日(水)には「山口ラッコ隊」のボランティア指導者のみなさんに、

水難事故に遭遇した際に命を守るための指導をしたいただきます。水泳は各学年３回の

実施ではありますが、有意義な学習にしたいと考えています。 
 

 

 

コミュニティ・スクールは地域・家庭に支えられています  

 コミュニティ・スクールに求められている姿のひとつ

に「家庭・地域と連携した教育の推進」があります。美

和東小学校は保護者や地域の皆様による学校支援がとて

も充実していますが、昨年度末から様々な活動を自粛さ

せていただいていました。 

今後、感染症予防に十

分に配慮しつつ、少しずつ活動を再開していきたいと考

えています。読み聞かせのボランティアや登校見守り活

動など、保護者の皆様や地域の方に力を貸していただい

ていますが、さらに多くの方に学校に関わっていただく

ことを願っています。お力添えをいただける方がおられ

ましたら、ぜひ学校までお知らせください。 


